
1.毎号読んでいる 42

2.たまに読んでいる 1

3.あまり読んでいない 0

4.読んでいない 0

1.とても良い 28

2.良い 15

3.あまり意義を感じない 0

4.全く意義を感じない 0

いただいたご意見

・これまで大規模な橋が中心でしたが、

　中小企業がターゲットであればホット

　するような、視界が開けるような小径

　的な橋もいいのではと思います。

1.適切 40

2.やや多い 2

3.少ない 1

【設問2】表紙について（本誌の表紙は、CIO Lounge の設立趣旨である”架け橋”にちなんで

　　　　  各地の橋を使用しています。

【設問3】記事の量について（既刊の頁数は14～18頁です）

CIO Lounge Magazine アンケート結果

この度は、CIO Lounge Magazine に関するアンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。

今回のアンケート結果ならびに皆様の貴重なご意見を参考にさらなる充実を目指してまいります。

（実施概要）実施時期：2024年2月　　回答者数：43名（回答率：72％）

【設問1】本マガジンをお読みいただいていますか

1.毎号読んでいる

2.たまに読んでいる

1.とても良い

2.良い

1.適切

2.やや多い
3.少ない



1.非常に満足 10

2.満足 33

3.不満 0

4.非常に不満 0

1.非常に満足 23

2.満足 20

3.不満 0

4.非常に不満 0

1.非常に満足 9

2.満足 34

3.不満 1

4.非常に不満 0

いただいたご意見

・もう少し分科会としての主張があって

　もいいのではと思います。

・もう少し簡単な報告でもいいと思う。

・基本は1ページ程度で可

1.非常に満足 11

2.満足 32

3.不満 0

4.非常に不満 0

その他 1

いただいたご意見

・基本は1ページ程度で可

【設問4】内容について　1．マガジン全体について

【設問4】内容について　2．理事長対談について

【設問4】内容にについて　３．各分科会活動報告について

【設問4】内容について　4．セミナー・講演会など各種活動報告について

1.毎号読んでいる

1.適切

2.満足

1.非常に満足

2.満足 1.非常に満足

1.非常に満足

2.満足

3.不満

1.毎号読んでいる

2.満足

1.非常に満足

その他



1.創刊号 17

2.第2号 3

3.第3号 1

4.第4号 5

5.第5号 14

（複数回答）

いただいたご意見

・各号それぞれ内容も異なるので評価できない。

・徐々に進化している思う。

・京都花街の経営学が非常に興味深かった。

・甲乙つけがたい。どれも魅力的だった。

・回を重ねるごとに活動の幅と規模（参加人数）が大きくなって、充実感がある。

・創刊号は、創設メンバーの熱い思いが伝わる内容だった。その他のマガジンも対談は大きく評価できる。

・それぞれ情報が新鮮であるとともに、表紙のデザインも良い。

・創刊号は、設立趣旨を活字として残せていると思う。

・理事長以下、皆さんの思いのこもったコンテンツが多い

・マガジンの構成が興味深い内容で良い。

・CIO Lounge の目指す姿・活動内容のバイブルだ。

・CIO Lounge の説明に活用している。

・旭酒造桜井会長と理事長の対談ではDXの本質が語られていて秀逸な内容だった。

・自分自身のプレゼント等で活用させていただいている。

・全般的に興味をもって読める内容だ。

　1.理事長対談 10

　2.桜井会長対談 7

　3.木村社長との対談 7

　4.舟竹会長との対談 1

　5.西尾先生との対談 3

　6.特になし 2

いただいたご意見

・甲乙つけがたい。どれも魅力的だった。

・講演の内容が記事にされているのは良いと思う。

・”セキュリティ成熟度と被害の実態2023

・旭鉄工の木村社長との対談では、中小企業の現状を理解できたとともに、その改善策も提供

　されていたと思う。

・どれも魅力的だった。

・創刊号の「創刊特集　創設メンバーで語る」は、やはりすべての活動の原点だと思う。

・第1回目の分科会報告記事：活発な活動の様子がよくわかった。

・毎回、理事長対談が楽しみだ。

・企業DX分科会・DX人財育成分科会の記事がよかった。

・矢島理事長の対談シリーズ

【設問4】内容について　5．創刊号から最新5号まででもっとも評価できるマガジンはどれですか？

【設問4】内容にについて　6．これまでの内容で最も印象に残っている記事について

1.適切

1.非常に満足

1.理事長対談

2.桜井会長との対

3.木村社長との対談

4.舟竹会長

との対談

5.西尾先生との対談

6.特になし

1.創刊号

2.第2号

3.第3号

4.第4号

5.第5号



1.IT/DXに関する知識習得 20

2.趣味のページ 7

3.サポート会員の紹介 23

4.会員の紹介や活動内容 12

5.読者の声 14

6.その他 6

（複数回答）

1.冊子・デジタル併用 30

2.デジタルのみ 12

3.冊子のみ 1

1.読者のページを希望する

2.どちらでもよい

3.特に必要ない

【設問5】今後取り上げて欲しいトピックやテーマについて

【設問6】マガジンの提供様式（冊子・デジタル版）について

【設問7】読者の皆様の投稿ページについて

1.IT/DXに関

する知識習

2.趣味のページ

3.サポート会員の紹介

4.会員の紹介や

活動内容

5.読者の声

6.その他

1.冊子・デジタル

併用

2.デジタルのみ

3.冊子のみ

1.読者の

ページを

希望する

2.どちらでもよい

3.特に必要ない


